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テーマ 

「それで、私は、本当は何を求めているのだろう 

    ————人有りて西に向かいて行かんと欲するに————」 

 

 

 

２０２４年５月３日（金）～５日（日） 

巌松会館（オンライン同時配信） 

講 師：佐野 明弘師  



○2024(令和６)年 真宗光明団青年部会のご案内 

 

日 時： 2024 年 5 月 3 日（金）～5 日（日） 

講 師： 佐野 明弘師（光闡坊住持） 

会 場： 巌
がん

松
しょう

会館
かいかん

（福岡県宗像市陵厳寺２ー１９－２） ※Zoom 同時配信 

参加費： 1,500 円/日 （学生は 500 円/日です） 

      ※現地参加者は、別途で来館費（食費等）が 500 円/日かかります。 

例） 現地参加の場合：全日程で 6,000 円（1,500 円×３＋500 円×３） 

Zoom 参加の場合：全日程で 4,500 円（1,500 円×３） 

 

◆現地参加について 

・会場の都合上、現地参加の上限は先着３５名までとさせていただきます。予めご了承ください。 

・当日は「子ども係」を用意する予定です。ご家族連れの方は事前にご相談ください。 

 

◆Zoom 参加について 

以下の時間帯を Zoom で同時配信します。 

・3 日（一日目） 1６：00～20：30 ※18：00 からの一時間は夕食の時間です。 

・4 日（二日目）  9：30～20：30 

・5 日（三日目）  9：30～15：30 

 

◆お申し込み方法 

１．右の QR コードを読み込んでお申し込みください。 

２．「巌松会」ホームページからもお申込みいただけます。 

https://ganshoukai.com/2024-seinen/ 

３．以下のメールアドレスからもお申し込みいただけます。 

    naohiro22@au.com（堤 直尋） 

◆会場までのゆき方 

○ＪＲの場合：鹿児島本線、赤間駅で下車 （事前に時間を教えて頂ければ迎えに行きます。タクシー利用

の場合、「ひかり幼育園の隣の会館」と伝えたら分かります）。 

○車の場合：下の地図を参考にしてください。 

 

◆お問い合わせ先 

naohiro22@au.com 

080-6454-1906（堤 直尋）  

https://ganshoukai.com/2024-seinen/
mailto:naohiro22@au.com
mailto:naohiro22@au.com


2024 年青年部会テーマ 

「それで、私は、本当は何を求めているのだろう——人有りて西に向かいて行かんと欲するに——」 

 

「僕らは本当は何を求めているのだろう」。10 年ほど前の青年部会のテーマだった言葉です。青年部

会は、もう一度この言葉の前に立ち返りたいと思います。童子会もまた、今一度この言葉の前に身を置き

たいと思います。 

 

僕らは「本当は」何を求めているのか。「本当は」というところに、これまで求めてきた一切が「本当」

ではなかったということが暴露されてくる。 

これまで色んなものを求めてきたようではある。色んなものに学びを求め、道を求めてきた。生きがい

を求め、光を求めてきた。そのような私のあり様を、「本当は何を求めているのか」との問いが突き返す。

どんなに本当に求めていると言ってみても、実際に本当に求めてきたようでも、どこまでもそこに「本当

は何を求めているのか」という問いがへばりついている。 

 

春の JBA で岡本大志先生に教えられたことの一つが、「この世の光は必ず影を落とす」のだというこ

と。何かができるということを光とするならば、それができないことが影となる。私たちが光としている

もの、それは地上に影を落とす光なのだと教えられる。「いきいきと生きたいと思う。しかし、いきいき

としていないなら生きていないのか。活かしてないと生きていないのか」。 

「本当は何を求めているのか」。私たちが何を光としているのかという問いは、深いところで、この世

に影を落としていることの痛みに通じてくる。 

 

外に、外に、道を求め、光を求めている私たちをして、「人有りて西に向かいて行かんと欲するに」と

いう契機に立たしめるものとは、いったい何なのだろう。 

 

私には私の苦悩ということがあって、それが私を仏教に向かわせたのだと思っていた。しかし、私の苦

悩に先立つ働きがあったということを教えられた。 

一人一人の業を抱えて聞法してきた多くの先人方がすでにおられた。生涯をあげて、念仏の教えを聞い

て下さった先人方の御苦労が、この僧伽を支えている。歴史を貫く御苦労が、この僧伽を作ってきたの

だ。そのお育ての中に、私もまた在る、念仏の教えを聞くという縁をいただいている。 

こうしたことが、昨年の私自身の大きなテーマであった。それをもう一度、自己の問いということ、一

人一人の問いということに返してみる。 

「それで、私は、本当は何を求めているのだろう」。   堤 直尋 

 

 



◆日程表 

 

 5 月 3 日（金） 5 月 4 日（土） 5 月 5 日（日） 

 ７：３０ 

８：００ 

 

９：３０ 

 

１１：００ 

１１：２０ 

 

１２：３０ 

 

１４：００ 

 

１５：３０ 

１５：５０ 

起床 起床 

おつとめ・感話 

朝ごはん 

おつとめ・感話 

朝ごはん 

講義② 

 

講義④ 

休憩 休憩 

各班座談（60 分） 

 

合同座談（60 分） 

昼ごはん 

 

昼ごはん 

講義③ 

 

閉講式・感想発表 

休憩  

各班座談（60 分） 

１６：００ 開講式 

１７：００ 童子会感話 

テーマ「私と仏教といま」 

さんぽ 

 

１８：００ 夕ごはん 

 

夕ごはん 

１９：００ 講義① おつとめ 

感話（＆総務感話） 

２０：３０ 夜食 焚き火 

夜食 

２２：００ お風呂・就寝 お風呂・就寝 

 


